
六

利
用
者
（
法
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
二
十
二
条
の
二
の

九
ま
で
及
び
第
二
十
二
条
の
二
の
十
四
に
お
い
て
同
じ
。）に
適
用
さ
れ
る
電
気
通
信
役
務
に
関
す
る
料
金
。

た
だ
し
、
電
気
通
信
事
業
者
が
当
該
料
金
に
つ
い
て
、
距
離
ご
と
、
接
続
す
る
電
気
通
信
事
業
者
ご
と
、
対

地
ご
と
そ
の
他
の
区
分
に
よ
り
多
数
の
区
分
を
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、全
て
の
料
金
の
説
明
に
代
え
て
、

一
般
消
費
者
が
利
用
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
主
な
料
金
区
分
の
説
明
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

六

利
用
者
（
法
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
か
ら
第
二
十
二
条
の
二
の

十
一
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）に
適
用
さ
れ
る
電
気
通
信
役
務
に
関
す
る
料
金
。
た
だ
し
、
電
気
通
信
事
業
者

が
当
該
料
金
に
つ
い
て
、
距
離
ご
と
、
接
続
す
る
電
気
通
信
事
業
者
ご
と
、
対
地
ご
と
そ
の
他
の
区
分
に
よ

り
多
数
の
区
分
を
設
け
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
全
て
の
料
金
の
説
明
に
代
え
て
、
一
般
消
費
者
が
利
用
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
主
な
料
金
区
分
の
説
明
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
七
〜
十
二

略
﹈

﹇
七
〜
十
二

同
上
﹈

﹇
２
〜
５

略
﹈

﹇
２
〜
５

同
上
﹈

６

法
第
二
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
対
象
契
約
の
締
結
又
は
そ

の
媒
介
等
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
と
す
る
。

６

﹇
同
上
﹈

一

法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
る
利
用
者
と
そ
の
営
業
の
た
め
に
又
は
そ
の
営
業
と
し
て
締
結
す
る
契
約
（
営

利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
又
は
そ
の
事
業
と
し
て
締
結

す
る
契
約
。
第
二
十
二
条
の
二
の
十
三
第
一
号
に
お
い
て
「
法
人
契
約
」
と
い
う
。）

一

法
人
そ
の
他
の
団
体
で
あ
る
利
用
者
と
そ
の
営
業
の
た
め
に
又
は
そ
の
営
業
と
し
て
締
結
す
る
契
約
（
営

利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
又
は
そ
の
事
業
と
し
て
締
結

す
る
契
約
。
第
二
十
二
条
の
二
の
十
第
一
号
に
お
い
て
「
法
人
契
約
」
と
い
う
。）

﹇
二
〜
五

略
﹈

﹇
二
〜
五

同
上
﹈

（
書
面
の
交
付
）

（
書
面
の
交
付
）

第
二
十
二
条
の
二
の
四

﹇
略
﹈

第
二
十
二
条
の
二
の
四

﹇
同
上
﹈

﹇
２

略
﹈

﹇
２

同
上
﹈

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
変
更
契
約
又
は
更
新
契
約
が
成
立
し
た
場
合
に
お
い
て
、
同
項
各
号
に
掲

げ
る
事
項
で
あ
つ
て
前
項
各
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
（
第
五
項
に
お
い
て
「
基
本
記
載
事
項
」
と

い
う
。）の
変
更
が
さ
れ
た
と
き
（
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）は
、
当
該
変
更
の
内
容
（
当
該
変
更
契
約
又
は

更
新
契
約
が
書
面
解
除
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
変
更
の
内
容
及
び
書
面
解
除
に
関

す
る
事
項
で
あ
つ
て
前
項
第
二
号
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
）
並
び
に
当
該
変
更
の
さ
れ
た
既
契
約
に

係
る
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
同
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

﹇
同
上
﹈

一

利
用
者
の
住
所
の
変
更
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
軽
微
な
変
更
で
あ
つ
て
利
用
者
の
利
益
の
保
護
の
た
め
支

障
を
生
ず
る
こ
と
が
な
い
も
の
（
第
二
十
二
条
の
二
の
十
三
第
二
号
に
お
い
て
「
軽
微
変
更
」
と
い
う
。）の

み
が
さ
れ
た
場
合

一

利
用
者
の
住
所
の
変
更
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
軽
微
な
変
更
で
あ
つ
て
利
用
者
の
利
益
の
保
護
の
た
め
支

障
を
生
ず
る
こ
と
が
な
い
も
の
（
第
二
十
二
条
の
二
の
十
第
二
号
に
お
い
て
「
軽
微
変
更
」
と
い
う
。）の
み

が
さ
れ
た
場
合

﹇
二
〜
四

略
﹈

﹇
二
〜
四

同
上
﹈

﹇
４
〜
６

略
﹈

﹇
４
〜
６

同
上
﹈

（
電
気
通
信
業
務
の
休
止
及
び
廃
止
に
係
る
利
用
者
へ
の
周
知
）

第
二
十
二
条
の
二
の
十

法
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
周
知
は
、
電
気
通
信
業
務
の
全
部
又
は
一

部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
休
廃
止
日
」
と
い
う
。）の
前
日
か
ら
起
算
し
て

三
十
日
前
の
日
（
同
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
電
気
通
信
役
務
に
あ
つ
て
は
、
休
廃
止
日
の
前
日
か
ら

起
算
し
て
一
年
前
の
日
。
第
三
項
に
お
い
て
「
周
知
期
限
日
」
と
い
う
。）ま
で
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず

れ
か
の
方
法
に
よ
り
、
知
れ
た
る
利
用
者
に
対
し
適
切
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
新
設
﹈

一

対
面
に
よ
る
説
明

二

電
話
又
は
こ
れ
に
類
す
る
双
方
向
の
通
信

三

郵
便
、
信
書
便
そ
の
他
の
手
段
に
よ
る
書
面
の
交
付

四

電
子
メ
ー
ル
の
送
信

五

電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
利
用
者
の
閲
覧

に
供
す
る
方
法
で
あ
つ
て
、
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
電
気
通
信
業
務
に
係
る
電
気
通
信
役
務
の

提
供
を
利
用
者
が
受
け
る
際
に
当
該
閲
覧
に
供
せ
ら
れ
た
情
報
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の

２

法
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
電
気
通
信
業
務
の
内
容

二

休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報
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